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　メッセージ　住友商事株式会社

地球環境や地域社会に
　　　　配慮した施設

（７） （第３種郵便物認可）２０２６年　（令和８年）　７月２９日　（水曜日）

　SOSiLA海老名Ⅱは、住友商事により、同エリアで既に運用が開始され
ているSOSiLA海老名に続く２棟目となるマルチテナント型物流施設とし
て計画されました。
　計画地は最寄り駅から徒歩圏内となる消費地近接型の物流倉庫になりま
す。また、東名高速道路及び圏央道の結束点、及び主要幹線道路も至近に
位置し、広域配送から近距離配送まで対応可能であるため、物流拠点とし
ての優位性を備えています。

　敷地形状は不整形であり、東西に２分割する形で水路が横断していたた
め、分断された敷地に配置されたランプ棟と本体棟をブリッジで繋げるこ
とにより、敷地の有効活用を図りました。また、開発行為に伴う歩道拡幅
に応じて、敷地外周には歩道と一体感のある緑地計画を行い、敷地北側に
は近隣住民並びにバス停利用者にも配慮したポケットパークを配置するこ
とで、敷地周辺の生活環境に貢献するように努めました。
　本建物は柱ＲＣ造・梁Ｓ造、地上５階建てのシングルランプ形式、延べ
床面積約，㎡、４階までの各階にトラックバースを設け、ランプウェ
イを経て、各バースにアプローチする計画になります。４階と５階は同じ
テナントによるメゾネット利用とする片面バースの構成により、最大８テ
ナント分割対応としています。また、法的な形態規制により本体棟の北側
ボリュームは階段状にセットバックする外観となっています。

浅井謙建築研究所株式会社　代表取締役会長　浅井　謙
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■工　事　名　称：SOSiLA海老名Ⅱ新築工事
■発　注　者：住友商事株式会社
■共同事業者：アツギ株式会社
■設計・監理：浅井謙建築研究所株式会社
■施　　　工：前田建設工業株式会社　東京建築支店
■建　設　地：神奈川県海老名市大谷北１丁目９－
■敷　地　面　積：，．㎡
■構造・規模：ＲＣＳ造地上５階建て。建築面積，．㎡、延床面積，

．㎡
■工　　　期：年月～年５月
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　当社の物流施設ブランド「SOSiLA」は、「人と社会をつなぐ、新しい物流施設の
あり方」を目指すコンセプトのもと展開しております。本施設も働く人々への配慮と
ともに、地球環境や地域社会にも配慮した施設づくりを重視しました。具体的には、
配送ドライバーに向けたドライバー用トイレの配置や、周辺住民の方々に向けて物件
内のポケットパークの整備などを通じ、SOSiLAブランドの理念を体現する施設を実
現しました。

　本施設は、圏央道「海老名ＩＣ」から車で約５分、小田急線・相鉄線・ＪＲ相模線
が乗り入れる「海老名駅」からも徒歩圏内に位置し、広域配送と雇用確保の双方の観
点から優位性の高い立地です。交通アクセスと雇用環境のバランスを踏まえ、物流拠
点としての立地ポテンシャルの高い土地であると判断しました。
　本施設では、環境配慮を重要なテーマの一つとして位置付け、省エネルギー性能の
高い建材の導入と再生可能エネルギーの活用に取り組みました。外壁に断熱性能の高
い金属サンドイッチパネルの採用、全館へのＬＥＤ照明の導入等を通じて、建物全体
のエネルギー消費量低減を図り、屋上部への太陽光発電設備を設置することで、SOSi
LAシリーズとして初めてＺＥＢ認証を取得した物件となりました。ＢＣＰ面では、
物流拠点としての安定稼働を支えるため、事務所区画及びフォークリフト充電スペー
スへの非常用発電機の設置等、災害時の安全性や施設運営の継続性に配慮した計画と
しました。
　物流施設は、そこで働く方々にとって日々長い時間を過ごす職場でもあることから、
機能性だけでなく快適性にも配慮した施設づくりを行いました。本施設では、身だし
なみを整えることのできるパウダーコーナーの整備や、エレベーターホールへの絵画
の設置など、テナント企業の従業員の皆さまが快適に働くことのできる環境を整えま
した。SOSiLAシリーズは継続的に進化させながら、人と社会をつなぐ物流インフラ
として、持続可能な社会の実現に貢献してまいります。

　住友商事の物流施設「SOSiLA海老名Ⅱ」が、
神奈川県海老名市に完成した。搬出入・保管に関
する効率性が重視された大型開発行為で、敷地を
所有する地元企業アツギとの共同事業で進められ
た。設計・監理を浅井謙建築研究所が、施工を前
田建設が担当した。

完成SOSiLA海老名Ⅱ
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